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よ仕専横木由 和 良  

諸 行伸戒i触角缶日  

2〔＝）5年4月1日から個某情報保護法・が施行草れました缶  

病院で仕事をL苦い愚者は，．嫡鑑定・はじ鞄  

とす愚挙まぎま尊慮者語．凡碍個人偽情報恕知  

ぅてLまいます毒草艶は個且情報韓鮎が施  

行さ軋鳥解か庵凱由蛙浄曽守鞄勧告払ぽな毎  

′、 なtl義務とLて整抱ち叔雷′b量蓋Lなむ  

このたぴの個九清朝偉津酪提嘩療持磋草す   

朗組㈲桓璃帝だけ刊基盤く、璃鹿とLで  

息音容んの個人情報府政L虹聴頓敵中思重砲  

ら乱遷ことにな牒まLた8  

また病原何で正Lく取り扱い畳行うだけで  

壷く南幌の外から情報塵韓ようとする不心得  

丑青からも守ら馴ナればなり壬せんっ  

当院ではこ蹄法律の施行に合わせて委損金  

魯ウくり♯Lく運用することにしまLた。  

惹計駐中虎L・ま、した中   

諭革治乱曲瀧∴茸尭集線備・寧善  
鞄購，∫錯肝・確乱由緒観静観  

尭轟苛娘軸・F7車軸恵唾噸  
掛速・転」   

草野範鱒御由土軸弼重  

患毎払頂菅軒要す軌上酬瀾騒鹿野奇  

観牒感画商廓贈釦唖嘲観硝  

転こ章毎顛酢一重嘲陣春情除草草針』憾  

趣：軒軒i旺態鵜二こL  

出藍貯蓄鮎野辞■L出弼稽沖噌削酎紙筆開場  

楷塵痘藍藤野転地痩腔重患鮎  

軸申』軸訳唾藩・覧髄  
響重態き葡萄儲駐盤軋単軌酢通称車慈恵恕  
群額野蚕糟‘町．  

室軸摺嘩唾鱒埠勒由鴫軸醸  
観嘩唾串画嘩廟確朝軸輔弼酸顛呼野  

≡彗臨蛙鎮静壊柾斐群論藤墓iモ‡二監牒吉敷嵐こ  

戸廟柑†囁耶盲由触、   
蔀画睦醍春季軍拍唐髄こ如痛勒噂柵   
圃酵題坤嘩醜離劫舶掛軸鮎組  

鹿誌■淵底金橋報患邁喘把管理新風應拍僻笥塗   

隠膿斉囁感醜瓢，醐噂脚椰弔博貯、  

します？・また入野の噂合は  出・掛詭  

藤一廃部掛一軒苛舶L煮膏血  
ナ転胃感触廟虹御頓着  

垂垂垂簡重態抱卵軸拍蛸噛  ♯か軸各地l覿・転車軸酔軸鞄甲転   
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・ニ’三 塁   歯■ 却  廟殿掛シリー  
歯科は両様萬一階に轟申ます。歯科医師Ⅰ  

亀∴歯科確背士丑各、それに費付Ⅰ名印体制  

で入焼中町患者一重ん、人工透析の患者呑ん、  

外来鼻音きんの藤療を行りてお埠ま骨。   

骨且旺、単性歯科鞄特徴で風怒思惟府辞痴  

斡哲治備を行ってい養諾々へ．歯鞄睡韓の錘  

意中Lかたについで璃舟いたLます特  

た骨髄が構鹿するまで免疫力が無くな轟由  

で、i削二歩L菅も損気亡ぼい菌〕ノがあ毒と全  

身にば小薗部まねる簡血症という帝東になる  

お骨艶がぁります鼻骨髄移植碍と垂に歯科治  

療馨しておくこと睦立て場大切なのです育   

また、い凱鴫敬称昏℡骨髄移植謹牽鞄期  

耐が少ない墳督は、十骨な時間軒あ拙掛  

ことが出喪首肯も抜かなけ粗描なちないこと  

がぁります。   

自血満．悪性1Jン・パ埋など由血液疾患にか・′、  

かってLまった万骨．将来骨髄埠梓橋番おこ  

なう可能性が少Lでもある方はな魯租宅早く  

歯科馨愛車Lて、啓秘した健の体蕾安定巷せ  

ること廓で虐烏と思い蓋せ¢   

阜れでも礎塙Lた種忙、嘩礁の皇が少なく  

なったり、賓埼唾わったりLて、むL歯や歯  

周病を蒔くする三とがあるので、航きなむL  

歯や軽い歯固病でもLっか申拍Lて結くこと  

はとても大切です。  

【丸上達軒】   

九工透析を重けられてい思慮音喜んは糖尿  

帝町方が尊く、掛二輔嘲涌くいわゆる歯槽膿  
蒋】になってL患捜缶町、應析を尊け有塩トな  

い方よ執着く在りやすゝ－環境に轟句藍ず。   

また最近巾研究で、歯周病簡が田す脊寮に  

昇って血糖値が下がりづ屯くなると報告が轟  

叶まLた。   

歯周病の拍療を思量ことで光療病気である  

瞭鈍痛も薦くLでLまう可肘軸享轟薄軸ナです。   

虫轟軸韓を管理する上で掛二歯固痛に注意  

督するこ出師大切守す奮  

llコ鹿ケアi   

彗兢哲出鼻薩中に，磨8鞄華克軋拍仕方が  

1  軸嶋吐か背走申′、歯餌酎畢替潜礁一宅で歯プ  
草を守鼻脊い奄鞋項戯口和卜管す舟費予防甘  

毒た嘩嘩棚壌土掟皇且□嘩ケ㌣車軸しモ  
ーtま車中   

番数七草鞭恵ど暫賢≠乱白閲轍をL藍だ  

■ほ惜魅棚囁苛常備細評bに机子方．1まさ食  

事金口新島歴喪な旦叡毎春軸・中華甘申   

貴ん虐聴こ毎日催ナナ樹軒健から  

【臓群模頒】   

当院相磯菅轟峯柵憩車番ふ吼日  
周晴間・トラす加療鞄身虹軌＞l嘩垂鹿ほも蛮  

凍才   

悍牌脚散乱柵′Lた槙⊥軸‰た常  
脚奇悪質瀾く郎に参勤痍■馨倍額♭蕃も   

こ敷布由蕪抜歯固轟軸・封蝋こよっ富歯車  

横軸こ鞄奇癖嫡艶に恕碁恕僅軋碁盤抱制限蕃  

軋だ、Lまいまず主   

君野把抱境線垂軸垂え轟呼藷潤軸硝博幸  

があったり、・薬の影響で悪くなくても歯ぐき  

前節如指噌軋鼠■日義戯嵐囲とな瑠た臥九  

風距封乱悪残敵ワで軋謹ヰ藩邸－t貴官白星訊  

ち・特車削靖軸輌軸鞍部持と守嘩藩  

軋ます。   

一献骨脚嘩・■Lた患者垂舶土．藤檻L  寒敵組   実施前＝  
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人工適蹄を昏持られ耳√射た軋凪舵爵痛覚  

官こ由比小塙磨滅廓七宅Lまも1出血Lやすく  

て、歯科閉拍療郡市審だと感じ甘い為方も   

地帯病院印歯科で由爵はで皐軒咤言ゎれ  

て治療を轟塾ちめてしまった古色   

当院には外科や内科のなど静蝶称も曲り、  

静方面申眉門埠医師がいます－そ碍先監方と  

連碑をとって患者きん田虫身管理奪しながら  

ノの治療が可能です卓   

歯科では歯科用レーザーを平成Ii年より嘩．  

且し掛軸新刊ヰ軒でもできるだけ出血をお  

きえる方法で相応していて、患者寺んの負担  

を少なくしてい圭す。   

あきらめないで是非歯を韓Lていただきた  

いと思いますゥ  

歯科医惰 性伯 農産  

歯科衛生士による口腔ケア   

お≡な与こと膏予防にな巧ま甘。  

どうぞ」患覿囁にご楯酸くだ酌転  

【むすぴ】   

旛酢出束呼出血Lで軋軋が画ま煽て傷口が  

品昏伊野ま官尊こ比は血液の中にある血小板  

といぅ成分碍働重苦すE  

′‾ヽ  

垂月余の ご紹介  

当院では市債に快適な治療垂受けでいただき一日でも早く施策を取り戻せるよう、様々な香島  

台をサくっています。今回はとよく七君う f静軒蚕月余申活動にづいてご紹介放します。   

忠恕覿臨軸嘩摘ます七．   

当駅はEよ蔓草毒 已囁葡）苛離村紫癖虎  

捌こ聴に長藤啓ふ丑赦す蜃時同哲嘩・中音醸師  

顔中ヰ通埼増嘲垂直帝惟レ暮■■した。   

苧曙碍た酪出もまず郵相酵E上乾奇与  

モ碓掛こと馨鮨遥二転潜濫i専管ず。  

囁貞盛管描監去宅据う．珊軌ノに闇す晶滞東  
宮詰覿情報垂尭唾尭指醜嫡輔l草鵜殿三向  

碩官印飽に軒』、励轟由背進に現と曲耳  

います亡．   

郵相劫酢嘘桝詣甘酢・撫紺囁  

鄭重韓酎嘩L・た争鞄顛嘩挺し纏特番ご宅  

わずかな鹿如ことどまり、いち早い対策がは  
偲こ昏耗甘師蕾す償  

＃瘡対韓東員 尭達 るり   

長いこと同じ草野だゥたり、轟輯や寝具哲  

件の同じ部升が長いこと圧迫昔虹各と血液申  

循環が悪くなりその部牙中細胞群死んでLま  

い・ます。それをじょく号う（糎帝〕と青いま  

す亡病気のためiこ体の抵抗力が弱くなゥ起用  

栄養状態が悪かったりすると驚くほど早く・E  

よくそう（停唐）になってLまうこ車軒あ・り  

ます。   

じょくそう（特有）が進む・とその蔀骨由良  

膚や組織に穴があいてLまい、輪島申にとて  

も時間がかかります。じ上くそう 仲弼軒を  

予防することはとても大切です中   

子防は、まずこまめに寝てい鬼婆替を直見  

ること中林．を清殊に統一くことで甘。そ＝L手練  

抑「部分だけ力がかから督い寝具・卦使用す毒  

′、  
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J ．ひ亡く与党暮≠モ～亡軸モ書跡7～  
身近郁■♯た盲 ⑱  ☆人■☆  

カロチンという言葉はキャロットの溝帯であるといわれるように  

人参は力．ロテンの宝庫   

⑳建白巾＃■書⑳ 

β・井口チ㌢  
カロチンは良や皮  

の付近に多く含ま  

れているよ。よく  

洗って申付きのま  

まで錮理しよう！  

虔をむく時牒薄く  

むいてね＝  

緑黄色野菜に含まれる轟、t、オレンジ色などの色素  

をカロテノイドと呼びますが．モ由一檀であるβ一．カロチ  

ンは体内でビタミンAと同じ働きをしますi  

・がんや毛化の原因となる着任酸♯から倖を守高  

・幕玉（LDL）コレステロール¢酎ヒ章節ぐ一助廉射ヒや   

心臓病予肪に効果   ぺ－   

謀  
■■；t■牲†帽叫印吋■にす与 ▲ぺて■丁♯†■攣鞘轟 柳■  

l  

ロ印≡：・慮北野竃鯛撰節柑彗軒礁・■駐＃甘■  

晩軌荘普助制と鹿寓言重職虐軒．  
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味他室   
威徳苗思招近くで学会がある。それがd嘩校  

碍南蛮盤出云ね再伸間だけで食事盾Lようとい  

う古事になづ缶，巽東萬跡継ぎで商売蓉Lでい  

患者、役所再囁削こなっている者、小学校㊥  

教員にな亘た者、地元の大企業の下帯けをし  

ている者、帯をLていると、みん軋幼い頃価  

額に房ウていくや   

自偉になっでLまうが軌は庸轟だった。小学  

校、中学校と泡強で各員ポ㌣プ苛も阿を骨っ  

てもーー替だゥたヰ米華紐庵轄就験の偏差値  

に従って有名忠夫学府匝草郵二見り、ヰは私  

が研究Lでい違背野暫は名蘭菌囁Iら托るように  

な凱仕事に誇り・と自信せ持っている七   

摩し鹿清新九った私たちは、小学軽へ行っ  

鴨島ことになった。校舎は木造か屯鉄筋ヨシ  

タリ・－トに変わった。花壇巾横せとお㈲校庭に  

向か毎て歩いていった。きれいに整価署軋葦  

校庭は扱く見えた。休鬼時間中放韓槙時み  

ん塵で尭中国ったりドッチポ→ル沓していた諺   

不意に校舎か尉阻粗野方に敵い凪が埴牲過  

ぎた。ノト草なつむじ風脚ては脾克、費の  

時その風に乗ってはゃ蕃打と声部間こえた。  

「ま・つヘヘ！。  

鳶中耳端甘間甲走部簿こには誰もいなかった。   

4．年境昭時、転囁L苦重た女申子軌－た。先  

天酔な病気で足部不自由だヮた亡、また、上唇  

に不規則な備鉢が親類ていた。地盤も山菜な  

かりた。着てい晶牒も粗末だりた。   

そん認旺女も休み時期にはみふなと→静阜こ  

壌塵に飛び出Lでいくのだ航し乍望も→脅最  

後になった。そして「島んなぁ樺嶺芯恵且‡」  

と青いながち槙告追った。聴恕ほ口唇鶴患い  

う帯寓で現在は相当高いレ掘ル畢胎療で奉養  

何だ軒当時碍彼女はまだ胎頗が市尭垂らL  

く、声ポ如こ捷付甘Lまい．上手ヰこ発音奇書丑  

かっノた癒そ重患嶽「待ってて」が「まっ－」  

と開言ぇた。甚だ名時すぐに「まっへへ」に  

卑？缶r帝展うと子供達のLたこととはいえ、と  

髄説執・恕確丑癖甜蘭億塾熟森組髄  
避芸軒簡胚静鞋常膵甘抱闇如醜耶  

車軸㌣弼醸脚敏感憧卑柵泰阜  

ヰいわたi‥   

義盛良。」袈離軸輔1嘩礫町綻弛糾蕎恵塵彗t  

脊髄鮎だ袈掛親巧守弛重曹森垂鮭  

轟争跳垂盛麿琶卓靡轟沖恕  j声‾敵軍  

臨時華車軸嘩鞠墳襲鞄軒駐膏  
五戒軒蕃琴琴竜郷丑脚曹藤廟起  

廓廟艶符牒許海津和・哲翳瓢拝借嘩熟替帝  

紬毎感桓も喪章喪嘘一  

閻韓昭博鄭鴫・御薗墜席如・l  
嵐・轡乱暴．胞宥惜菰愚問凱撤菰  

且監守儲鞄惑も露語噌忠盛  ′‾－  

旨政義蓉御噴痕模範掛軸  

密封ち確嘩嘩専掛軸．‾帽密邪感官害鞄轟  
■■脇息竜蔀甘脚増起軸鼓引琴線軍轟  

患卦亜慰紺牌駐機撫草  

嘘画地鮎鼻面苧晶」軸1触感  
猫鞭嘩卑鴨ご1r転華せ車頑嘩嘩華」弼埠  

＝確報藍嵐崩都撫甥痘㌫泰盛   

学徳錯掃射淵陣草鞋弼甜度器聴獅濡  

轟触媒轟曹畠．届痩画面醜癖酔蘭越．「凛  
呼基軸笹転歩みせ鹿璧i弼主嵐唐船惚毎撃  

軒戯華嘩垂嘩温卿鹿腰R蘇菅平  
勾i顛是普選邑馳賃料㍉ち敵i勒鱈排麿鞘声  

頚髄嘘喪癖藩頓着軸護鮎尊厳癖磨廟  

軸転轟唾虹埠融和・塾齢掛私事嘩知  
慮幽明髄蓋嘩翠巳敏也脚嘩尊慮踵虻  

甜監『膚晶亀鑑操骨髄監葛藍塵癖はちj頂避与  

恵喋官制．壷曲監守堰粗揮酪連恕サ臨  

樹齢沌車軸暗転．畠轟軸轟払暁  
も感藍辞浄御嘩魯蓮革惑転．闇・   

ナ■  
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スタートに寄せて  

今年も此榛病院に新L七億鹿が丸巧まL払当院哲は新見職員とLで碍研棒金行ってから各部  

署に配掻嘗抱ます。昔棟よろLくお願い政Lま甘薗  

外来 阜甜 菜鰭   
∵リ 

iiご  

6病棟  

佐藤 はるみ   

看護師といぅ‾資格  

奇特るため声こ《卑ま  

で何年も周月日奇か  

桔沢山の帝力魯Lで  

呑ま、′L酷。こ札かち  

は責任碍電さから緊  

乱は学生の時にコミ  

ュニケーションを未切  

にするということを学  

びまl′た。その思いを  

これから・も大切にL，  

忙：Lい時でも患者さん  一ヽ、   

殖や不安を感Eます汎とり島走ず時頼耕日  

原としで「喋触ること」を目指Lま鶴学生  

の時とは速い、時間ぬ使い方など自浄自首沿  

盤括も大きく変化甘毎と思います。仕事が蔀  

窮軋竃よう、そしで華咄梅田休日春光菓で  

皐るようメリ′川和轟晶盤括宜Lて早・く看護  

師とし甘酵宅・リズム藩身にウけること√を目指  

Lます由仕草については、未熟な瑞軒骨不足  

Lた軌跡こ摘むことがあ五時と患い車す孤   

そ印ような不安を僻鞘L、串軒自二身を良い  
方向に向け患ようにす島、．た掛にも撤した学  

習と研停で得た恥噂申硬習で確害に自弁酌も  

扇割こしていく穿卦替わすれないようにLたも農  

ですbこ抑止うな寿舟をすれば、私冊目■措L  

宜煩慮患者きんに安心L音懐耕し甘小ただI千  

晶着席にな軋ると思い膏青ふ剋瀬Lて私たち  

新入社長にいろいろな講習鞋L甘いただきま  

Lた。卓町中噸連田レクチャーを尊けた際、  

自牙自身廟畢辟病菌＃づかいやAと感接し涛  

を墟町塵町考え鹿ヱとがで卓まLた良こ軋部  

ち■・は牡尭人としで、昔た北梅南院鞄萄帯締宜  

しぜ奉くの人々と奔流LてL吋冊で、軸短  

か患いで集札な態牒をL甘Lまい、悪い印象  

督阜えてLまうこと囁な、い諾う意識して過ご  

Lでい吾薦購と磨い輩す。  

やスタソプの方々とのコミュニケーションを  

忘れ丘いよぅにLたいと思います¢  

就職牲の新人研備中では先蟄の方に自分か  

ら棟瞳蹄に帯Lか叶ていくことでその酔夢く 

のご持碁、ご助育‾をいただくことができまL  

た廿このように学ぷ姿勢を楷ち続け、日々行  

動Lていきたいと思います。   

病院を訪れる方射輔細な不安をお持ちに  

なっていると思います。また入院することに  

なったら患者さんやその家族再方々は一層と  

まどりてい晶ことと思います。そう．いった患  

者さん中気持ちを理解L考唐Lてi患者さん  

の不安の軽減がで毒るようL・エコミュニケーシ  

ョンの取り方がで‾きるようにLたいです。確  

かな知乱轄術を希って行動で善るように  

口々顛力Lて行きたいです。   

卑＝までは学生で茸任由重みを感じ轟ことは  

あまりありませんでLた。これかちは一社全  

人としてのその茸任の壷屋牽自覚L、一つ一  

つの行動を慎重に市ウていきたいと思います巾  

また札幌北療病臨府職員とLて働くにあたり、  

接遇研修で単元だ相手の立場に立って讃す轟  

こと軋忘れずに行動Lていきたいと思い至す屯  

覿鞄も技術もまだまだ未熟です。だからこそ  

毎日の学習を大切にL、確稟に知乱技術を  

身につけてIlくように頑張りたいです。  
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側  ■忙・讐  lCU  

水本 健人  腐生．詔月  

私が埋墟聾  

する看護師は、  
L二＿1 ■■」掩蓋芸苦諾               に記罷史な申   

まLたd看護師とLで時日模は、患者さ、んと   

その家族の気持ち恵理解し行動綻うつせるよ   

うに叡ることです。  

亀躇ノ官牢前，急性骨髄性白瓜栴という席先   

にな薄ました。長い入院生活や骨髄移植を受   

けた鹿韓と着建学槙甲の菓習をもとに、靡着   

古んが患ってい私こ生や感じていること蓉察   

甘ることの大間苛を痛感LまLた。こういっ   

た能力をL中耳叫身につけ苺こ皇菅、患者き   

んとの清新国債を集いていけ毒よぅに頑張っ   

てい着たklと思いますも  

卑ま菅野長年間の看護撃性生活では自分昭   

和歳費技術、もち為櫛イく足から白骨碍   

乱麻経験を十釧＝痛感適宜虚且でLた巾  

社会に出て、第一両日礁と一Lで、早く葦醸   

智東視でき岳ように替り少Lで・も白骨軌患者   

だったころの嘩軽骨活かせるよう青護師とL   

て成長七で岬重たいと息Ilますけまた克磨サ   

ワの方々とより良い謝儀を築き、患者きんと   

そ碍家族のた軌二一生懸宙替刃Lていきたい   

と愚k、ます亡  

就職し甘私は初めて照一某局指し蓉する   

ことになりまLた凸葉癌に追われ自分爵生   

活のりズム春雲盈肴捌二苦労すると思や増   

す。食事や腫眠には煮せ配牒、健康蘭地   

酒を送れるよう′に意弛Lていかなければなら   

ないと思います。生活拍乱軋は計分に限   

ちず仕事帯に軋影響すると思中書すゎ舞溝   

引重し触、毎日釘大切に過ごL町いきたい   

と畢います包まだ不安と緊蛮が大きい現在   

モすが、目標せ拝酎サづ仕る者度肝に穿感   

てklきたいと思いまず。  

Hヰ草野申請神立努力敵意凰ぜ」寵からも  

僚思郵太閤として成長L耳摘チ愚者請挿奇  

骨撃   

今年酪国庫納軌二無事沓積L四月か軸醸  

礪檻申粛評部撤魚むL守備蓋始め社台九迦L  

守田賛任を轟こじ轟芸別；蘇巧まLたさ葺乾愚  

者さんと歯転基礎韓は少軒岬です執早く  

患者・さんと撥Lたいという気持ちが大きく喪  

L鼻骨班詔LかL費の反面、樗塩気持ちも  

大きくあります。   

号音平時章誰草籠壁Lで、葉曹とい弓形で  
適者垂んと圃・わりケア藍布類宅呑ました尊王  

み野は北撤病魔再葡粗鹿由一貞と垂軋蓋L  

鶴居恵替んに満足Lても橙だ拍轟よう間島  

式思いゃり′√昭島苺ケアを野草でLi蕃寵k鴫患  

い正も■鞄虻新調細字唐重けまL夜気樺卑野  

良い接遇鑑転屯廓粕⊥骨唱宙廓嘩濾．点上とせ  

精一杯打っていきたいと思います；】   

骨髄麿年寄L軒めて野廟埼飢1うことで、  

軸轟由岐瓦ムがウかぬ恕か惑恕軋仕事軒端  

に嶺晶こと・も為急か屯し軋童せん超甘んな息  

垂描同仁潮時未申朱筆寺諌婦昔．んに輯謡五官  
一日でも辛く確掛輔鈍てい重たいで甘古   

希後にな吋ますユ群青蕉師とLて悶資格申  

真書兼任ぬ重患整Lっ軒埠と寺島尊けと軌  

投げ出き常軌L∴前進L・闘埴患いと思い  

ま骨∃   

奇ま癒患えてく九た賓私家丸、鞄虹自  
浄主項軸塙・垂甘のホ♯症対して感謝ぬ尭持  

冬営志軋昂こ丑な宅観打者過ごしでい呈たか  

と思います。   

′‾－  

′、  
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亡＝一腰蕃僻揮センターニュ ース一   

骨きんは老後の低廉維持と適切な治療、診察が受けられるように国で医療費の一部・を助成す  

る制度があることをご存知ですか？  

加齢にともない定期受診や入院が必要になることで、月々どのくらいの医樟費がかかるのか  

をご心配きれる方は多〈いちっLやると思し1ます。そこで今回はおもに70菰以上の方の医療費  

についてご案内いたLます。   

まず、丁亡厳にな晶と匪軽費はこ敵意磨廟増  

刷負担から1割前酔担隼軒数掛軒軒軋   

ただL、術中年中新帝が基準帥重野瑠た  

場合は丑制免租に呑造方も左ヽま紫嶽   

静粛蓉貴け竃時は榛東保険証恕「葡武備健  

医療億鹿曹許」又は「囲詫怯諌保険高齢受給  

者証」丑射でご提示くだ削一日同じ別二同  

じ病院榊、帥埴一計月の摩療軌土、下町蓑田  

金歯如上俄になります。  

・⊥触由方  亜．2曲H   

■一誌軋上の所得群島る方  

丁甜叩H＋1陽性）  

臆‖軸徽碑軋珊円（個人負担粛では重  

く医療費とLてかかづた金掛二な巧ます〕  

蓉抱える歯昏、起且た碩鞄1鴨分せ加算しま  

す∋  

・世帯蛮鼻の市民税折井諦観町方  

封ぷ泊円  

・世帯重点崩市民税惑職の方で所得   

畢葦準割F嘲  帽脚円   く外来だけの場合＞  

卜畦帯で何人も弼を受けられて卑  

屈丸ごとにかか思金粥です）  野蛮藤沼医療費は上記風靡鹿萌盈超見た親  

麿はいゥ恵ん翁蓋乱も・lいただ乱その簡陳麗  

常春適えた牙替払い京サた鞄の申請が妃風こ  

なります温  

ヰL聴市儲畢嘩回府申請憩除軒軋自敵腑に  

限度新春温軋脚諾≠畠カ月備に乾い罷．き  

離晶Lく舶‡香っ貰います争  

（そ融ま碑市布町柵＝剖㌢町も軋畦市・と同じ  

・一般南方  l加円  
・－†定以上の所得が晶思万  一相違脚円  

・市民我郡非軸の方  草，叩円  

く入院古れてい品場合＞  

（世帯町中で入院きれている方がいた齢、  

龍田方が外来にかかゥていても含象れます）  

方法顧とエ為惑替い覇ですが、ね  

ん拍恕ぬにお仕官中劇福祉凛、ま  

たは保横平馨課にお開い替おせく  

ださい。）   

入院冊場合拙左再間接備咋計算  

Lます。闇え‘昇一鼓世帯伯方が1  

ケ月Å院昔流た場骨旺軸遥坤円＋  

食事代＋電気代がか新患ことに替  

ります。亡世帯ぬ他殿方が外来せ  

爵寮を受け缶場合はこ屯計算が当  

ではまら患い場合があり昔骨。き   



㈱  

☆市埼酎嘲額掛醐捕卸寿が  
Å院奉れた場合・‥   

「限度額適用・帯革負世顔碗酷評軌野  

乗付を受けることがで岳ますp   

これは、一日由食事代が耶旧円かち晶知円に  

嫌観にな息制梗せす。これは年齢に相模奄く  

非課税世帯であれば交付されます。   

亭5†儲囁の方で名、前年度田所特に利親  

が抱・り・告す坑夫嫡共に郎龍臥上であうたり、  

一人暮らL中老九と  

して加鴫微寒煤陵の昇華醸軒や各市町村役場  

綿L幌市菅は碁檻琵帝j抑保険年金乱福祉  

課で潜たず租下藩矩1由井齢鞄方々碍医療費の  

計♯方法睦毒捷血管い愚眉拍体現保険の種  

類二前年度印前掛二転じ甘偉推になっでいま  

す。   

また世帯申構成軒、かかっ甘いる南東にエ  

っても変化Lます。ど印ような鳩舎もご不明  

なとこ畠はお饉まl明春市町村役場帆操市  

では着直役所）の保  

障年金課、福祉課で  

お問い合ゎせ下きい。   

また、当院東棟二  

階に晶鞄ます療華情  

報センターに恕気軽  

におたずねくだきいむ  

児童だけの世帯申請  

に好Lて－叩蔵抜上  

の方ビ同株に医療賛  

助負担が‾1■剖鑑埴萌  

芽軋たり、窟碍葡萄  

限度顕甲甲塞轟里村  

鼻に捏鞍讃す潜丑＿鈍  

ら姓芋叢重野藤野旺  

なりま甘申菅∧，．馳Å  

く入院医療費酔おま払い方法にりいて＞   

入院医療費ほ毎月‘柑日まで、知日まで、  

月末までの3回に争けて轟重奏春作成してい  

ます。請求書前作鹿に√望叫月日かか吋王す申  

担当者が聴峯楓恭届けLます。  

く辞柑・証明書ぬ請求是ウ甲て与   

入院証明脊骨静軒春にウ萎まL疇引象、嵐睦  

中の方は病棟恵印こで承り露骨ざ  

病棟のメディカルJ†－トナーや、病棟聴属克  

由たずねくだ苫い。   

外来の方中退隆した操守苛性欝に拳骨た方  

は東棟1階由外轟感付で車中ます毒   

恥乱撃梗iまた加丸首虹貢い晶保険会社  

などで指定き軋た証明曹碍書式解義甘まLた  

らそ軋君能瀬史的用戟蓉患と可よせ由うえお  

申L向・暗くだ古いか   

輔によぜて日数がかか急こと靡島中ます。  

郵送で患速戦す晶ごと屯出来ます。その境骨  

軒連掛園那こ避寒に奄鞍音す。  

′■  

＜退院時の余計について＞   

退院時栢虫前渡ん遥漏甘患日ぬ治療や、処  

方蟄ぎ群軽了L監挽、轍理忙すこし時間  

力埠寮に奉・短諾骨。弛理が済み守会計をする  
こ立那智鼻息鹿鱒疫な短卦Lた阜許病棟閏・メ  

畢イ舟肘絹－ト粛－が海蝕屯唐にぅかがいぎ  

音節菅礪垂で宙侍卑下革抽   

車棟1隙野蛮計窓口にお越Lにな廿たち曲  

鼓敵憩お知も臆く貯引現   

金計香急が軋岳場合はぁらかじぬご相談下  

巻い古  療養情報恕ン軒一 五井 畢   
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札幌北棉頼順の救急当♯  

けが・選書救急当番は、次のとおりです。   

外科及び排外科  

固  

園  

熱闘転・如  

魁島嵐軸．輔弼弛濾一阜歯b．  

法律では人の生命、身体、掛鹿野  

保護た軌＝必要があ鳥歯合否i車  

人の同意杏辞轟ことが臨港な墳骨にかぎ隼、  

本人以外の方かち卸間い帥せに吋Lて串人  

の同意を必要とせずに卑見ても良いことにな  

っでいます。例えば定意識不明で身元不明の  

患者さ．んについて蘭爆撫蘭へ換金す乱場合  

吼宝鑑簡認知牲鞄患者碁ん申病状を豪族に  

ご課明甘る場合などです。  

園  
卑寧醸杜卦鳥府側卦葡悲脅坦鮒官捷  

蔚垂・よ萄範掛野軒忘濯鮮卑僚菅苦  

衷富  帝集権記：電気ヤ灯油を喋った強力な融雪   

装置が出ばけたくさん畠りても、春の   

たよりなきそうな日差Lの方がはるかに   

多くの雪をとかします。空き地に雪山が   

小きくなりふきのとうが頗を出す和せ見   

ると、私はいつも北風と太陽時お話一杏思   

い出Lます廿   

エルムは畢節ごと年に4回発行していま   

す凸ご意見ご希望、写真などをお寄せく   

ださい。本年もよ‾岳L－くお願い敦Lます。  

紙谷・溝田  

匡I  

串草暴威適確馳旺脱す盾酷軒蕉  

脚嘩牌痕聴  

蛮胡東風鼎藤森音重要垂直廟牽噂鹿舶蝿  

甘泰1．・画痺  
・適齢執筆葡卿儀王加鞄三暢達撫鮎  

画  
恕軒脊情感髄岳庫晋醜謹蕃軸若草町  

左藍「申蝉哺筆跡頑密連曹鞋  
まL艶辞笹且億乾こ抱蓋せ良苛L慈。  

匡I  
耽薗で撫遺きれた場合、患者昔晶  
ご串九に数ぇても且いとVlう同意  

特定医療法人北捨金 札幌北糠南院   

帯革科F：外科t内科・消化韓科▲甲嘩静軒循環器  

軒・小児科・整粗外科・隈弥麻酔科・放  

射線科・謄科  

住 所：札畦市白石匡末札喋甘条8r一目5昔1号  

TEL：OI汗開5）肌1J・FAXOllf恥5］9i封・  

交 通：地下疎白帯僻5辞出口かち  

現状通草北の万へ徒歩5分左手  

ホームページ：的中：〟www．ltqたuyu一山血叩   

配車ただくことはむずかLく、また電話では  

聞い食わせをいただいた寿が搬送さ絶た患者  

きん申ご家族で岳阜という確露巷と届ことが  

できません。従って個人情報館革由観点から  
購えモ卓ませんでした。  


